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３． 事後評価結果 

〇評点： 

A  期待通りの成果が得られている 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究は、全球の水需要の長期予測と新しい技術・制度オプション導入効果を統合的に検討し、持続

可能な水利用の長期ビジョンを作成することを目指すものである。改良型全球水資源モデル H08 を用

いた世界の水需給再現・予測シミュレーションにより、長期予測値と対策オプションが具体的に提示さ

れるなど、全体として概ね計画通りに達成した。 

 全球氷河の長期変動に関する算定結果が IPCC第５次評価報告書で採用されるなど、成果が国際的に

高く評価されている。世界の水需給の再現や予測など将来の水資源予測が示されたこと、国境を越えた

水管理の重要性が示されたことなど、社会的なインパクトは高い。また，世界灌漑農業アトラス

（WAIASS）データベースの充実と公開は国際社会への貢献が大きい。環境面では、魚類種多様性モデ

ルを新たに開発し、水域生態系を維持するための環境流量を定量的に示す手法を開発している。 

多数の論文発表、口頭発表を行っており、十分な外部発表がなされていると評価できる。研究分野の

特性上、特許の出願等はなされなかったが、H08の改良とプログラムソースコードの公開をはじめ、成

果の共有と関連技術の進展につながる多くの発表がなされている。 

 国際モデル相互比較プロジェクトWater MIPや ISI-MIPなどへの参加、地域スケールでの事例研究

での、各国の研究者、関連省庁等との多くのネットワークの構築と連携等がみられる。 

 全球水資源モデル H08 のソースコードや世界灌漑農業アトラス（WAIASS）などの公開により、世

界の注目が集まると思われるが、今後、さらに的確で精度の高い将来予測技術への展開に期待したい。 

  

 


